
北
条
実
時
と
思
円
房
叡
尊

高

橋

秀

栄

奈
良
西
大
寺
の
思
円
房
叡
尊
は
,弘

長

二
年

(
一
二
六
二
)
の
春
、

北

条
実
時
の
熱
意
あ
る
懇
請
に
こ
た
え
て
鎌
倉
に
下
向
し
、
受
戒

・
布
薩

梵
網
経
の
講
説
等
を
通
じ
て
多
く

の
僧
俗
に
戒
法
を
弘
め
た
。

そ
の
下
向
の
あ
ら
ま
し
は
、
叡
尊

の
弟
子
覚
証
房
性
海
が
筆
録
し
た

『関
東
往
還
記
』
あ
る
い
は

『
同
前
記
』
と
仮
に
名
づ
け
ら
れ
た
鎌
倉

後
期

の
写
本
を
通
じ
て
、
か
な
り
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

さ
ら
に
こ
の
二
書

の
記
述
内
容
に
か
か
わ
る
新
た
な
資
料
が
金
沢
文
庫

保
管

の
聖
教
類
の
中
か
ら
検
出
で
き
た
の
で
、
そ
の
本
文
を
紹
介
し
、

か
た
が
た
そ
の
記
述
内
容
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ソ
ト
を
つ
け
加
え
て

み
た
い
と
思
う
。

資
料
は
、
女
性

の
手
紙
と
推
定
さ
れ
る
か
な
書
き
書
状
の
本
紙
に
あ

た
る
料
紙

(た
て
34
.
5
c
mよ
こ
54
.
0
c
m
)の
裏
を
八
つ
折
に
し

た

も

の
で
あ
る
。
文
章
は
八
つ
折

の
う
ち
六
つ
の
面
に
ま
た
が

っ
て
書
か
れ

て
い
る
が
、
書
名
も
な
け
れ
ば
、
奥
書
も
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
学

界
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
も

の
で
あ
る
ゆ
書
き
出
し
は

「
此

経
則
」
と
な
っ
て
い
る
。

そ

の
書
写
年
時
は
、
奥
書
が
な
い
た
め
確
実
な

こ
と
は
わ
か
ら
な
い

が
、
文
中
に

「
自
弘
長
第

二
之
暦
至
干
正
慶
第

二
之
今
、
年
々
才

々
之

為
恒
規
」
と
い
う
文
章
が
み
い
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

一
三
三
三
年

の

書
写
に
な
る
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
正
慶
二
年
は
、
北
朝

の
年
号
で
、

南
朝
の
年
号
に
お
き
か
え
る
と
元
弘
三
年
に
あ
た
る
か
ら
、
こ
の
資
料

は
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
の
年
の
書
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

筆
者
は
北
条
実
時
が
創
建
し
た
称
名

寺

(横
浜
市
金
沢
区
に
所
在
)
の

第
二
代
長
老
、
明
忍
房
劔
阿
で
あ
る
。
金
沢
文
庫

に
は
こ
の
錺
阿
が
書

写
し
た
聖
教
が
ま
と
ま

っ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
筆
跡
の
比

較
照
合
は
容
易
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
全
文
錺
阿

の
筆
跡
で
、
他
筆
は

一
字
も
ま
じ

っ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
筆
者
の
錺
阿
は
建

武

五
年

(
一
三
三
八
)
に
七
十
八
才
で
入
滅
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
点

か

ら

し

て
も
、
こ
の
資
料
が
鎌
倉
時
代
の
最
末
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ

認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
釘
阿
が
二
代
目
の
長
老
と
し
て
住
持
し
て
い
た
称
名
寺

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
雀
第
一
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
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北
条
実
時
と
思
円
房
叡
尊

(高

橋
)

と
は
、
鎌
倉
中
期
の
正
嘉
二
年

(
=
一五
八
)
ご
ろ
、
北
条
実

時

が

亡

母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
し
た
寺
で
、
創
建
当
初
は
、
阿
弥
陀
堂

に
不
断
念
仏
衆

(別
当
乗
台
)
を
置
く
浄
土
信
仰
の
寺
で
あ

っ
た
が
、

文
永
四
年

(
一
二
六
七
)
に
下
野
薬
師
寺
か
ら
妙
性
房
審
海
を
開

山

に

迎
え
て
か
ら
律
院
と
し
て
生
ま
れ
か
わ

っ
た
寺
で
あ
る
。

次
に
、

こ
の
資
料
の
本
文
を
紹
介
し
よ
う
。

此
鷲

韓

鎌
喪

祖
父
越
州
尊
儀

依
律
法
興
行
之
御
願

有
経
律
論
蔵
之
奉
請

亀
山
院
之
御
宇
、
弘
長
初
元
之
暦

ニ

ク

常
州
三
村
山
之
住
侶
、
課
貞
舜
比
丘
日

ヲ

ニ

フ

ニ

ヲ

借
顧
世

上
↓閑
思

末
代

一

ヒ

ニ

ヲ

ノ

ノ

ヒ
デ

世
章

澆
季

哨
人
宥

凶
悪

一

漸

糖
昌
メ

ル

無
戒
無
悔
而
無
弁
因
果

一之
輩

一

ニ
メ

ル

放

逸
邪
見

而
無
信
仏
教

M之
族

一

当
此
時

畿
不
発
法
滅
之
菩
提
心
一

先
渡

経
論

一以
為
住
持
之
法
宝
蔵

一

サ
ン

ト

次
崇
僧
宝
一為

止
悪
修
善
之
知
識
一

ニ

ハ

志
願
冥
通

和
尚
随
願
一

ク

髪
貞
舜
答
言
。

貧
道

夫
捨
国
城
妻
子
一求
仏
法

薩
堰
之
用
心
大
王
之
忍
願
鰍

遁
塵
簑

一

入
仏
法

一

テ

ヲ

ヲ

脱
俗
網

一

着
法
衣

一以
来

ヲ

ニ

以
身
肉
手
足

一

廻
施
衆
生

輔

ス

ニ

以
頭
目
髄
悩

施
与
他
人
一

ノ

ク

コ
ト

ヲ

柳

不
レ
念
生
命
之
全
保

一

ス

ノ

ヲ

ノ

ミ

只
思
願
仏
法
之
紹
隆
一

ニ

セ

リ

檀
主
之
御
願
冥
通

ソ

カ
タ
カ
ラ
ン

微
質
渡
海
何
難
ト
テ

シ
テ

ヲ

テ

ヲ

テ

ニ

杖

レ錫
伴
レ
影

出
東
関

一趣
西
海

一

ヲ

ケ

ヲ

テ

ニ

キ

ユ

解
纏
一挙
帆

一

至
大
唐

一付
明
州

一

凡

キ

ヲ

テ

ノ

ヲ

凌
万
里
之
蒼
浜

一

忍
百
千
之

巨
難

一

ノ

福
州
七
千
巻
之

一
切
経

テ

ニ

ル

コ
ト

ナ
リ

任
貞

元
蔵
録

一
・
奉

請
之

二
一蔵

不
残
一
紙
半
紙
一不
レ
漏
一
字
一
点

ヲ

玉
ツ
テ

昌

以
七
千
巻

】安
置
西
大
寺

】

自
弘
長

第

二
之
暦

一
至
干
正
慶
第

二
之
今

年

々
歳

々
之
為
恒
規

一

(会
)

ヲ

被
行

一二

切
経

笏

之
法
会

一招
請

ニ

セ
ラ
ル

ヲ

ご
部
之
僧
衆
二

日
転
続

之
一

以

一
蔵
七
千
巻
安
置
干
当
寺
一自
弘

テ

長
之
宝
暦
至
干
正
慶
之
嘉
、
一
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七
十
余
廻
之
際

毎
日
披
読
之
長
行

テ至
干
今

綱無
退
転

一

如

是

ヒ

ニ

ネ

ヲ

奉
請
及
多
歳

一

披
読
重
羊
序

噂

テ

謁
仰
異
干
他
一

因
縁
依
γ
不
レ浅
一

ノ

シ御
ス

披
彼
蔵
経
一以
至
読
諦
諦
之
功

文
々
句
々
悉
為
聖
霊
引
導
之
船
師

一
字
一
点
併
開
幽
儀
覚
蘂
之
蓮
台

「此
の
経
は
則
ち
、
遡
櫨
齪
諏
蘇
叡
ら
ず
而
る
故
は

祖
父
越
州
尊
儀

律
法
興
行
の
御
願
に
依
っ
て

経
律
論
蔵
…の
奉
請
有
り
。

と
し

亀
山
院
の
御
宇
、
弘
長
初
元
の
暦

常
州
三
村
山
の
住
侶
貞
舜
比
丘
に
課
し
て
曰
く

情
世
上
を
顧
み
、
閑
に
末
代
を
思
ふ
に

お
の
エ

世
澆
季
に
翠
び
、
人
凶
悪
に
宥
ひ
て

漸

脆

無
戒
無
悔
に
し
て
因
果
を
弁
え
る
の
輩
無
く

放
逸
邪
見
に
し
て
仏
教
を
信
ず
る
の
族
無
し

此
の
時
に
当
り
て
豊
に
法
滅
の
菩
提
心
を
発
さ
ざ
ら
ん

先
づ
経
論
を
渡
し
以
て
住
持
の
法
宝
蔵
と
為
し

次
に
僧
宝
を
崇
め
て
止
悪
修
善
の
知
識
と
為
さ
ん
。

志
願
冥
に
通
ぜ
ば
和
尚
願
に
随
わ
ん
、
と
。

愛
に
貞
舜
答
て
言
く
。

夫
れ
国
城
妻
子
を
捨
て
て
仏
法
を
求
む
る
は

薩
唾
の
用
心
、
大
王
の
思
願
か

貧
道
、
塵
簑
を
遁
れ
て
仏
法
に
入
り
、
俗
網
を
脱
て
法
衣
を
着
し
て
よ
り
以

来
、
身
肉
手
足
を
以
て
衆
生
に
廻
施
し
、
頭
目
髄
悩
を
以
て
他
人

に
施
与

す
。

珈
か
も
生
命
の
全
く
保
つ
こ
と
を
念
わ
ず
。

只
仏
法
の
紹
隆
を
の
み
思
願
す
。

檀
主
の
御
願
冥
に
通
ぜ
り

か
た

微
質
の
渡
海
何
ぞ
難
か
ら
ん
と
て

錫
を
杖
き
影
を
伴
と
し
て
東
関
を
出
で
て
西
海
に
趣
き
、
纏
を
解
き
帆
を
挙

げ
大
唐
に
至
っ
て
明
州
に
付
き
、

凡

万
里
の
蒼
浜
を
凌
ぎ
、
百
千
の
巨
難
を
忍
ん
で

福
州
七
千
巻
の
一
切
経

貞
元
蔵
録
に
任
せ
て
、
一
紙
半
紙
を
残
さ
ず
、
一
字

一
点
を
漏
さ
ず
、
之
を

奉
請
す
る
こ
と
二
蔵
な
り
。

た
て
ま

ち

と
し

七
千
巻
を
以
て
西
大
寺
に
安
置
し
玉
っ
て
、
弘
長
第
二
の
暦
よ
り
正
慶
第
二

の
今
に
至
る
ま
で
、

年
々
歳
々
の
恒
規
と
為
し
、

一
切
経
会
の
法
会
を
行
ぜ
ら
る
。
二
部
の
僧
衆
を
招
請
し
て
、

一
日
に
之
を

転
続
せ
ら
る
。

一
蔵
七
千
巻
を
以
て
当
寺
に
安
置
し
、
弘
長
の
宝
暦
よ
り
正
慶
の
嘉
暦
に
至

て
七
十
余
廻
の
際
、
毎
日
披
読
の
長
行
、
今
に
至
て
退
転
無
し
。
是
の
如
き

奉
請
多
歳
に
及
び
、
披
読
羊
序
を
重
ね

北
条
実
時
と
思
円
房
叡
尊

(高

橋
)
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北
条
実
時
と
思
円
房
叡
尊
 
(高

橋
)

渇
仰
他
に
異
な
り
、
因
縁
浅
か
ら
ず
に
依
て
、

彼
の
蔵
経
を
披
き
、
以
て
読
論
の
功
を
至
し
御
す
。

文
々
句
汝
悉
く
聖
霊
引
導
の
船
師
と
為
り

一
字
一
点
併
て
幽
儀
覚
蘂
の
蓮
台
を
開
か
ん
。」
(「

」
内
は
読
み
下
し
)

一
読
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
資
料
は
表
白
文

の
形
式
と
内
容

を
そ
な
え
て
い
る
。
表
白
文
と
は
、
あ
る
仏
事
法
会
の
際
に
、
そ
の
仏

事
を
い
と
な
む
主
旨
や
祈
願
の
趣
旨
な
ど
を
仏
前
で
読
み
上
げ
る
文
章

の
こ
と
で
あ
る
。

前
述
す
る
よ
う
に
、
本
資
料
の
本
文
が
劔
阿
の
筆
跡
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
劔
阿
が
そ
の
文
章
の
作
者
で
あ
り
、

か
っ
仏
前
で
の
捧
読
者

で
あ

っ
た

こ
と
を
思
わ
せ
る
が
、
し
か
し
、
文
中
の

「
祖

父

越

州

尊

儀
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
を
払
う
と
、
仏
前
で
こ
の
表
白
文

を
読
み
上
げ
た
人
物
は
、
劔
阿
で
は
な
く
、
正
慶
二
年
当
時
の
称
名
寺

の
壇
越
金
沢
貞
顕

(第
十
五
代
執
権
)
で
あ

っ
た
可
能
性
が

考

え

ら

れ

る
。
貞
顕
か
ら
み
て

「
祖
父
」
に
あ
た
る
人
物

は
、
金
沢
文
庫

の
創
建

者
と
し
て
有
名
な
北
条
実
時
で
あ
る
。
実
時
は

「
越
後
守
」
と
し
て
鎌

倉
幕
府
の
要
職
に
あ

っ
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
唐
名
で

「
越
州
尊
儀
」

と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
資
料
は
、

正
慶
二
年

に
称
名
寺
で
行
わ
れ
た
一
切
経
供
養

に
用
い
ら
れ
た
貞
顕

の

表
白
文
の
草
案
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
貞
顕
は
正
慶

二
年
三
月

二
十
八
日
に
亡
父
北
条
顕
時
の
三
十

三
回
忌
に
ち
な
む
追
善

供
養
を
称
名
寺
で
厳
修
し
て
お
り
、
そ
の
供
養

に
あ
わ
せ
て
、
亡
父
の

(1
)

消
息
類
を
漉
き
返
し
て
料
紙
と
し
、
そ
の
上
に
金
字
で
円
覚
経
を
書
写

し
て
い
る
の
で
、
い
ま
の
一
切
経
転
読

の
法
会
も
そ

の
追
善
法
要
と
何

ら
か
の
関
連
が
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
確
か
な
こ
と
は
不
明
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
こ
の
資
料
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
が
ら
を
い
く
つ
か
箇
条

書

に
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

(
1
)
越
州
尊
儀

(北
条
実
時
)
は
、
弘
長
元
年

(
=

一六
一
)
、常
州
三
村
山

の
住
僧
貞
舜
比
丘
と
相
見
し
、
入
宋
渡
海
し
て
宋
版
大
蔵
経
を
将
来

し
て
き
て
ほ
し
い
と
依
願
し
た
。

(
2
)
貞
舜
は
、
「律
法
興
行
之
御
願
」
を
も
ち
馬
「
経
律
論
蔵
之
奉
請
」
を

希
う
実
時

の
意
向
に
こ
た
え
、
九
州
か
ら
船
出
し
て
明
州
に
往
き
、

「
福
州
七
千
巻
之

一
切
経
」
を
二
蔵
求
得
し
て
帰
朝
し
た
。

(3)
実
時
は
入
手
し
た
大
蔵
経
の
一
蔵
を
奈
良
西
大
寺
に
寄
進
し
、

一
蔵

を
実
時

の
創
建
し
た
称
名
寺
に
施
入
し
た
。

(4)
実
時

の
寄
進
を
う
け
た
西
大

・
称
名
の
両
寺
で
は
弘
長
二
年
か
ら

一

切
経
の
法
会
を
営
む
こ
と
を

「
年
々
才
々
之
恒
規
」
と
定
め
、

二
部

の
僧
衆
を
招
請
し
て

一
日
に
転
読
す
る
こ
と
を
不
断
に
行
な

っ
た
。

以
上

の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
書
き
出
し

に

み

え

る

「此
経
」
と

は
、
あ
る
特
定
の
経
典
を
指
す
の
で
は
な
く
、

入
宋
僧
貞
舜
が
宋
国
か

ら
将
来
し
た
宋
版
大
蔵
経
を
意
味
す
る
こ
と
も
ほ
ぼ
理
解

で
き
よ
う
。
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従
来
、

北
条
実
時
が
叡
尊

の
鎌
倉
下
向
を
要
請
す
る
に
ち
な
ん
で
西

大
寺
に

一
切
経
を
寄
進
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
い
か

な
る
種
類

の
一
切
経
で
あ

っ
た
か
具
体
的
に
不
明

で
あ

っ
た
。
そ
れ

が
、
本
文
に

「
福
州
七
千
巻
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

(2
)

福
州
の
開
元
寺
か
東
禅
寺
で
開
版
さ
れ
た
南
宋
時
代
の
一
切
経
で
あ

っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、

西
大
寺
に
お
け
る

一
切
経
供
養
の
こ
と
は
、
『
感
身
学
正
記
』

(弘
長
二
年
条
)
に
、
「正
月
廿
五
日
夜
、
安
置

一
切
経
於
四
王
堂
。
出

家
在
家
百
余
輩
諦
文
殊
呪
。
惣
持
比
丘
対
厳
重
之
三
宝
重
受
具
、
諸
衆

落
涙
。
廿

六
日
。
開
題

一
切
経
、
僧
尼
二
百
余
人
。
在
家

出

家
数

千

人
。
自
四
王
堂
至
宝
塔
院
、
各
立
列
毎
手
捧
伝
経
巻
、
安
置
塔
内
、
即

夜
於
四
王
堂
、
出
家
在
家
八
十
余
人
授
菩
薩
戒
」
と
あ
る
以
外
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
本
資
料

に

よ

っ
て
、

こ
の

『
感
身
学
正

記
』

の
記
述
が
傍
証
さ
れ
る
と
と
も
に
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
の
年
ま
で
七

十
余
年
に
亘

っ
て
連
綿
と
厳
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。つ

ぎ
に
、
実
時

の
意
向
を
う
け
て
入
宋
渡
海
し
た
三
村
山

の
住
侶
貞

舜
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
人
物

の
僧
名
は
、
本
資
料
で
は

「貞
舜
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る

が
、
『
律
苑
僧
宝
伝
』
巻
十
二
に
は

「
定
舜
」
、
ま
た

『
授
菩
薩
戒
弟
子

犬
租
国

交
名
』
に
は

「
定
俊
」
と
あ

っ
て
表
記
が
異
な

っ
て
い
る
が
、
「定
舜
」

が
正
し
く
、
「貞
舜
」
「定
俊
」
は
音
通
に
よ
る
表
記
か
と

推

察

さ

れ

る
。
出
身
、
出
家
の
年
時
、
生
没
年
な
ど
を
は
じ

め
、
そ
の
詳
し
い
伝

記
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
律
苑
僧
宝
伝
』
に
覚
如
字
成
願
。
「定
舜
字
隆

信
。
並
興
正
菩
薩
之
徒
也
。
受
具
之
後
、

従
興
正
稟
律
学
」
と
あ
る
よ

う
に
、
西
大
寺
叡
尊

の
門
弟
で
あ
り
、
律
学
を
う
け
た
律
僧
で
あ
る
。

良
観
房
忍
性
と
は
同
法

の
間
柄
に
な
る
。
定
舜

の
事
跡
で
注
目
す
べ
き

は
、
寛
元
二
年

(
一
二
四
四
)
、忍
性
が
律

の
章
疏

を
入
手
し
て
律
法
興

隆
の
資
け
に
あ
て
た
い
と
の
発
願
か
ら
忍
性
自

ら
入
宋
す
る
希
望
で
あ

っ
た
の
を
叡
尊
が
ひ
き
と
め
、
忍
性

の
代
行
と
し
て
定
舜
が
成
願
房
覚

如
や
有
厳
ら
に
随
伴
し
て
渡
海
し
、
在
宋

三
年
に
し
て
律
三
大
部
十
八

(
3
)

具
を
携
え
て
帰
朝
し
た
こ
と
で
あ
る
。

従
来
は
定
舜

の
入
宋
渡
海
は

一
度
だ
け
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
本

資
料
に
よ

っ
て
、
弘
長
元
年
に
も
再
度
入
宋
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
い
は
ば
二
度
の
入
宋
経
験
者
で
あ

っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

し
か
も
、

二
度
目
の
入
宋
が
北
条
実
時
の
律
法
興
隆
の
素
願
に
こ
た
え

る
と
い
う
渡
海
目
的
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
定
舜
は
帰
国
後
、
実
時

の
使
者
と
し
て
奈
良

の

西
大
寺
に
赴
き
、
叡
尊
に
面
談
し
て
、
実
時
の
意
向
を
伝
え
、
鎌
倉
下

(4
)

向
の
実
現
に
む
け
て
の
先
導
的
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

定
舜
が
常
州
に
来
た
正
確
な
年
時
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
同
法

の
忍

性
が
建
長
四
年

(
一
二
五
二
)
に

「
正
法
な
き
所

に
仏
法
を
興

隆

し
、

衆
生
を
利
益
す
る
願
を
発
し
て
」
関
東
に
下
向
し
、

三
村
山
清
涼
院
に

入
寺
し
て
い
る
の
で
、
ほ
ぼ
そ
の
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

北
条
実
時
と
思
円
房
叡
尊

(高

橋
)
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北
条
実
時
と
思
円
房
叡
尊
 
(高

橋
)

三
村
山
清
涼
院
は
現
在
廃
寺
と
な

っ
て
い
る
が
、
筑
波
山
麓

の
常
陸

小
田
の
地
に
あ

っ
た
古
刹
で
あ
る
。
鎌
倉
御
家
人
で
あ

っ
た
八
田
知
家

の
菩
提
所
で
あ

っ
た
が
、
忍
性
が
住
し
て
い
た
当
時

の
檀
越
は
小
田
時

知
で
あ

っ
た
と
い
う
。
江
戸
時
代
の
仏
教
史
家
で
あ
る
卍
元
師
蛮
が
天

和
三
年

(
一
六
八
三
)
に

『
本
朝
高
僧
伝
』
編
纂

の
資
料
探
訪

を

か

ね

(
5
)

て
こ
の
地
を
訪
ね
、
三
村
山
の
院
主
に
会

っ
て
い
る
の
で
、
江
戸
中
期

ま
で
は
衰

微
し
な
が
ら
も
寺
は
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

忍
性
は
建
長
四
年
以
後
十
年
間

こ
こ
に
止
住
し
、
弘
長
元
年
鎌
倉
に

入
っ
て
い
る
が
、
そ
の
間
の
忍
性
の
化
導
を
助
け
た
人
物

こ
そ
、
入
宋

の
経
験
を
も
つ
定
舜

で
あ
り
、
頼
玄
で
あ
り
、
道
簾
で
あ

っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
ほ
か
に
建
長
六
年

(
=

蓋

四
)
に

一
円

房
無

住
が

『
摩
詞

止
観
』
を
実
道
房
源
海
か
ら
聴
聞
し
て
い
る
が
、
源
海
そ
の
人
も
ま
た

叡
尊
門
下

の
僧
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

以
上
、

大
雑
把
な
資
料
紹
介
で
あ
る
が
、
弘
長
二
年
の
仏
教
史
を
飾

っ
て
い
る
思
円
房
叡
尊
の
鎌
倉
下
向
は
、
正
法
興
隆
を
希
う
北
条
実
時

の
素
願
に
こ
た
え
て
入
宋
渡
海
し
た
三
村
寺

の
住
僧
隆
信
房
定
舜
の
不

借
身
命
の
活
躍
に
よ

っ
て
実
現
を
み
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

忍
性

の
影
と
な

っ
て
東
奔
西
走
し
た
人
物

の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
定

舜

の
関
係
資
料
が
新
し
く
発
見
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

(顕
時
)

1
 
巻
下
の
巻
末
に

「正
慶
二
年
三
月
二
十
八
日
、
迎
先
考
三
十
三
廻
御
遠

(貞
顕
"
崇
殿
)

忌
、
漉
御
遺
札
為
料
紙
、
書
写
供
養
畢
。
沙

弥

(花
押
)」
と
あ
る
。
.

2
 
宋
版
大
蔵
経
に
は
、
北
宋
時
代
に
開
版
さ
れ
た
蜀
版

(勅
版
と
も

い

う
)
五
〇
四
八
巻
、
南
宋
時
代
に
開
版
さ
れ
た
東
禅
寺
版

(福
州
版
と
も

閾
本
と
も
い
う
)
、開
元
寺
版

(福
州
版
と
も
越
本
と
も
い
う
)
、思
渓
版

(湖
州
版
と
も
い
う
)
、磧
沙
版

(延
聖
寺
版
と
も
い
う
)
の
各
種
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
定
舜
が
将
来
し
た

「福
州
七
千
巻
」
と
は
、
南
宋
刊

本
の
東
禅
寺
版
か
開
元
寺
版
、
あ
る
い
は
両
版
混
合
本
の
い
ず
れ
か
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

3

『律
苑
僧
宝
伝
』
巻
十
二
の

「覚
如
定
舜
二
律
師
伝
」
の
文
中
に

「寛

元
間
、
忍
性
公
慨
此
方
教
籍
尚
末
備
、
将
入
支
那
伝
之
、
以
有
縁
磯
弗
之

果
也
。
傍
勉
如
代
之
。
如
祈
然
而
諾
。
子
身
入
宋
。
興
正
深
感
其
志
。
令

舜
伴
之
。
二
師
在
支
那
。
凡
三
易
襲
葛
。
得
律
書
井
諸
経
論
」
と
あ
る
。

4
 
金
沢
文
庫
保
管
の

『関
東
往
還
記
前
記
』
に
、
「弘
長
元
年
十
二
月
廿

八
日
、
多
年
同
法
入
宋
定
舜
、
自
関
東
詣
干
当
寺
。
以
越
州
所
談
之
趣
。」

と
あ
る
。

5

『本
朝
高
僧
伝
』
所
収
忍
性
伝
の
賛
に
よ
せ
て
、
「天
和
癸
亥
、
余
届

常
州
、
遊
清
涼
院
、
因
与
主
盟
対
談
、
感
忍
師
之
昔
、
帯
時
雨
而
帰
 
」

と
述
べ
て
い
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

北
条
実
時
、
叡
尊
、
入
宋
僧
定
舜
、

一
切
経

(金
沢
文
庫
主
任
学
芸
員
)
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